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我が身を守るには「教育」しか…　　　　　

◇次回は 月 日に掲載します。

バーミヤンに向かう車の中では、小さな
ブレーキ音さえ爆発音に聞こえ、何度も震
え上がりました。極度の緊張が続く中で思
ったのは、 万個以上もの対人用地雷が
埋められているこの地で身を守るには、地
雷教育がもっと必要だということです。実
際、地雷で手足に被害を受けて病院に運ば
れていた子どもたちのほとんどが学校に行
けない子どもたちでした。地雷があること
を知らずに地雷原に足を踏み入れたり、お
もちゃでカムフラージュされた爆弾を手に
し、被害にあっています。
バーミヤンから車で２時間ほど走ったと

ころにあるシバトゥ村。この地にあるテン
ト小学校を訪ねたとき、教育の大切さを実
感する出来事を目にしました。
授業風景を見学していると、少年たちが

輪になってパズルをしていて、図工の時間
かなと思ったのですが、近づくと、それは
何十種類もの地雷や爆弾などが描かれてお
り、危険性を学んでいたのです。
地雷教育用の紙芝居もありました。血ま

みれで倒れている人や地雷で足を吹き飛ば
された人が描かれ、地雷が隠されている状
況や、見つけたときの対処法、そして触っ
てしまったらどうなってしまうかを教えて
いました。平和な国、日本に生まれた私に
とってはとてもショッキングな光景でし
た。でも、この地雷教育が現地では不可欠
なのです。

テント学校ではブルーシー
トの上で地雷教育が行われ
ていた（藤原紀香撮影）

～Ｓｍｉｌｅ　Ｐｌｅａｓｅ

　　世界こども基金～
アフガンから帰国後、 自分ができるこ
と を実行に移しました。撮ってきた 枚
の写真をもとに、チャリティー写真展を日本
各地で開催。写真展や講演会に来てくれた方
々のサポートのおかげでアフガニスタンなど
に学校を建設することができました。建物だ

けではなく、先生たちの教育トレーニングな
ど、地道な教育支援が子どもたちの未来を描
く力になると信じています。基金を「Ｓｍｉｌｅ
　Ｐｌｅａｓｅ藤原紀香世界こども基金」とし、
これからもさまざまな環境下で過ごしている
世界の子どもたちの未来のため、素敵な笑顔
を増やしていくため、子どもたちの教育支援
を中心に活動を行っていきます。詳細は後日
公式ホームページにてご案内いたします。

基金でアフガンに建設したア
ンダ女子小学校。子どもたち
が 大好きな色！ というス
カイブルーに塗られた


